≪予防医学系ポイント≫
※講義で大切と言っていたところや、過去問の傾向からまとめました。
※青文字は余裕があればやっておいた方がよさそうなところ。
【相澤】　・熱中症の分類（プリント）
　　　　　・騒音について（07年過去問程度）
　　　　　・環境温熱指標（04年再試過去問程度）
【工藤】　・電離放射線の人体影響（p.20表3）
　　　　　・非電離放射線（光学放射）の各波長とそれによる障害（p.21表1）
　　　　　・レーザーによる損傷部位：角膜、網膜、水晶体（p.22表2）
　　　　　・「感染症法」による感染症の類型と対応（p.146-147）
　　　　　・予防接種（p.150種類、p.151上の表、p.152不適当者、p.153間隔）
　　　　　・結核（p.156-）
　　　　　・HIV　特にp.159の特徴
　　　　　・新感染症と指定感染症、SARS（p.149）
　　　　　・サーベイランスの定義、検疫感染症（p.150）
　　　　　・消毒薬の効果（p.162）
　　　　　※工藤範囲は毎年問題が違うので、できるだけまんべんなくやっておいた方が
いいような気がします。
【中村】　・まずは過去問の穴埋めを完璧にする。（少なくとも03年分くらいから）
　　　　　・医師の義務、介護保険、後期高齢者医療制度
【角田】　・まずは過去問の穴埋めを完璧にする。
　　　　　・生物学的モニタリング（p.25）、量・影響関係と量・反応関係の違い（p.26）、
　　　　　　化学物質と尿中代謝産物（p.41いくつか覚えておく）、労働衛生管理3つ（p.43）、
　　　　　　予防医学の各段階（p.89）、任意・措置・医療保護入院（p.100）
　　　　　　　→特にこれらは講義で大切と言っていた。
【三木】　・生活習慣に関連した疾病（p.109）
　　　　　・社会と個人の予防に対する責任（p.110）
【新津谷】 ・健康日本21（p.124項目(1)-(4)）
　　　　　 ・死因順位
0歳、1-20歳、20-40歳、40-90歳、90歳以上でそれぞれ1位の死因(p.125)
【和田】　・患者対照研究でのオッズ比の計算
　　　　　・コホート研究での相対危険度、寄与危険度、寄与危険割合の計算と意味
　　　　　　　→オッズ比と相対危険度をはっきり区別しておく。
　　　　　・バイアス3つ
【佐藤】　・疫学的因果関係の立証に必要なもの7つ（p.73）
　　　　　・感度、特異度、陽性反応適中率の計算
【渡辺】　・リスク管理上の医師の役割
　　　　　・個人情報開示に患者の同意が必要な場合、不要な場合
　　　　　・医療過誤・エラーの定義、針刺し事故の傾向、個人情報保護の8原則
【山内】　・地球温暖化の原因、健康影響、対策
　　　　　・水質汚濁の程度を示す指標（DO,BOD,COD）
　　　　　・浮遊粒子状物質
　　　　　・上水道の消毒・塩素濃度について
　　　　　※特にプリントの赤字のところを中心に。
